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スタインの報告書 Ancient Khotan 1907
 














































のときである。その成果が写真版として報告書に記載されるのは、Ruins of Desert Cathay 1912
においてである。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体の ある」というフレ／この堂をめぐる萓むらで の中のこの萱叢もーズ たま
澱った 澱の底光の〔「 そらく昭和三年〕」は内容から判断して、お 東京・大島旅行六月の から

























































































































































































































































































































































たに 寝りな 。間 に、た いに 街道のまん人おれはたれにも邪魔にさ 中ず 愛され るも 、れ れ い「 うがて よ
と 苦 うっ う人間にいちこ も草 が なりたいに そど 寝の い原に うて れよ 」、さ いな
。っい ちた しはと にな いて う 、る
っ こ歩 じうてい 軒一一ゃないかてっ 。どう をなげだろう。い 鉢さ「 から托これう らぬ ちし をう知軒
けなじ れみ 、 け行悩 るとを ばが れまで反 、通て あれば そしあい、 る応い をうけ話 捨喜 ろまで歩 こ
いな行 ゃうこ かじ 」
はし 原いいだ 。藤と 、た
、うきょれは親 とお もない にひ まかのはだいいいだろう。 こ もれて「 野たぼ 死だ してどっち でり 。
な もだい 親んはそうはいかないま ろう。わ 。。だけどお なえさ ある と死あ んだもょうだいばきれ
いき う思はう人 どう戚も多と 。そういれば親がひ だろにくる う」う。親り ろだ
。いと い れたのでを るんだ あ あら裸でないこ賢治は と てってしまった。ほとい ま の素った。 う
か えを>し 支 きたの?遊民「し て賢治 性、
場 ーたら、彼のつ 農磁 失っ?商人階 のイと? を学校>という二 ）の?ハ 村>侵（遊民王級> 農 ーブ 国ト





















































と がで とれ 入す 替、そこ に農村や農民に それ を反わり 強くなり、作品も れする関 映したも対 が心
次が 。の くな第に ま （中略）り多 す
賢、 はその後 の百姓になろう 的治 羅
ら
一介 学校をやめ、求道 なして花 須
す
地人協会の時代と へ巻農
現 はが、当然、心象表 意欲 つり さらに影をひそめ、 す。入 精ます れにとって代りまと 道求 神がそ
ことと す。道者 わ でたま いう質的な変貌が行な れというり大見者から求 、本へ
れ 、そ賢治 きな断層であっえ ば きわめの変貌はきわめて深をの精神 て大ら地層になぞ歴史の く
まいとた う。それはその とえ 求道しょ して、大心象詩人 大 い層を 者という二人の賢治が大断 境に
いえても のかしくな ほおた、 大きな変化でした。ど考と
深 「な自己評価からくる 刻「否定 見な的
てら 不安れ 」」捨
「 、さて 一四 〔夜の湿気と風がさび「三一三 産業組合青年会」と「三
は、このような意味での絶しくいりまじり〕」の最終形態に ませんが、れているのかも望感がこめら しれ
い うその初っぽ 」と呼ばれる稿を見ると、期形態である「（草稿的紙葉群） れがもともとは、また違こ
あ象をスケッチしたもので 中略）／賢治の作品のつねとしてったことがわかります。（った心 対象は、























































































































女「 像性 が、「ポ」のこ のイメージに反ラーノの るのではないかとまいロ広場」の し照ザ てロー




いる uidをころ は liq「クイック・シルバーとすると か。を誤ったのだろう あ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































hale glowとwhite hotの azaliaを副へてやらねばならぬ
若しさうでなかったら
紫黒色の山牛蒡の葉を添へて
怪しい幻暈模様をつくれ
止むなくばすべてこれを截りとる
Gillochindox.Gillochindae!
ラリックスのうちに
青銅いろして
その枝孔雀の尾羽根のかたちをなせる
変種たしかにあり
やまつゝぢ
何たる冴えぬその重い色素だ
赭土からでももらったやうな色の族
銀いろまたは無色の風と結婚せよ
なんぢが末の子らのため
その水際園に
なぜわたくしは枝垂れの雪柳を植えるか
十三歳の聖女テレジアが
水いろの上着を着羊歯の花をたくさんもって
小さな円い唇でうたひながら
そこからこっちへでてくるために
わたくしはそこに雪柳を植える
Gaillardox!Gaillardox!
その青くうつくしい三層の段丘から
ゆるやかなグラニットの準平原に達するために
いくすじのこみちをそこに設計すればいゝか
重い緑青の松林ならば
またその下の青い passならば
必要によって赤い碍子の電柱を
しづかに昇らしめていゝ
しからば必らず夏の重い雲が
そこを通って挨拶する
そのゆるやかなグラニットの高原は
三年輪採の草地として
刈入年の春にはみんなで火を入れる
じつに五月のこの赤い冠や舌が
この地方では大切な情景なのだ
はんの木の群落の下には
すぎなをおのづとはびこらせ
やわらかにやさしいいろの
budding  fernを企画せよ
それは使徒告別の図の
その清冽ながくぶちにもなる
かゞやく露をつくるには
…や…すべて顕著な水孔をもつ種類を栽える
思ふにこれらの朝露は
炭酸その他を溶して含むその故に
屈折率も高ければまた冷くもあるのであらう
頰きよらかなむすめたち
グランド電柱をはなれる小鳥のやうに
いま一斉にシートを立って降りて行く
平野が巨きな海のやうであるので
台地のはじには
あちこち白い巨きな燈台もたち
それはおのおのに
二千アールの稲沼の夜を照して
これをして強健な成長をなさしめる
またこの野原の
何と秀でた麦であらうか
この春寒さが
あたかもラルゴのテムポで融け
雷も多くてそらから薄い硝酸もそゝぎかかったのだ
熟した鋼の日がのぼり
この国土の装景家たちは
この野の福祉のために
まさしく身をばかけねばならぬ
頰… つく
立つ
……グランド電柱にとまる小鳥のやうに
席につかうと企てゝ
みないかめしくとざされてあれば
肩をすぼめて仕方なく立つ……
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